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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 


皆さん、こんにちは。今日のメルマガ、なんと、99号です！！！後１号で100号です！すっごいですね～。これまで読んでいただき、ありがとうございます。内容はいろいろでしたね。文法の話や、教え方のヒント、日本の最新情報、語彙やクラス運営などなど日本語教育に関係していることをさまざまな面から見てきました。皆さんはどの話が一番印象的でしたか。それはどうしてですか。人それぞれですね～。さて、今日は｢いい先生｣についてお話したいと思います。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoO
OoOoOo　いい先生　OoOoO
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoO
先日、｢月刊日本語｣(2008年11月号)という日本語教師向けの雑誌を見ていたら、日本語教育振興協会が就学生140人にアンケートを行なった結果が載っていました。日本語の学生が日本語の授業や先生、日本の暮らしなどについてどう思うかというとても興味深い調査でした。

アンケートの質問の中で目を引いたのは｢あなたにとっていい授業とは？悪い授業とは？｣、｢あなたにとって理想の先生とは？嫌な先生とは？｣でした。

｢あなたにとっていい授業とは？悪い授業とは？｣という質問では、｢いい授業｣に関しての最も多かった回答は｢おもしろい授業｣、｢楽しい授業｣だったそうです。もう少し具体的な意見をみてみると、次のようなのがありました。｢先生と生徒の交流がよくできて、楽しく日本語が習える授業(中国人)｣、｢学生が発表し、先生がみんなの意見を聞いてくれる授業(モンゴル人)｣、｢みんなと自分の考え方をいっぱい交流できる授業(韓国人)｣など、教師に教わる授業ではなく、学習者発信型の授業を望む学生が多いようです。

では、｢悪い授業｣の回答はどうだっだのでしょうか。｢話せない授業(韓国人)｣、｢教科書どおり教えてくれる授業(中国人)｣、｢先生一人で本を読みながらする授業(韓国人)｣という回答がありました。つまり、教師のながーーーい説明ばかりの授業、そして学習者にあまり話す時間やチャンス与えない授業が｢悪い授業｣だと思っているようです。

｢あなたにとって理想の先生とは？嫌な先生とは？｣に対する回答はいろいろでしたが、理想の先生で最も多かったのは｢優しい先生｣、｢おもしろい先生｣でした。その他に｢日本語中国語両方できる先生(中国人)｣、｢発音がいい先生(カナダ人)｣、｢友だちのような先生(韓国人)｣、｢ユーモアがあって優しい先生(中国人)｣などの回答が見られました。また、嫌な先生としてあげられた回答には、｢授業だけまじめにやる先生(韓国人)｣、｢問題集の文法ばかり教える先生(韓国人)｣、｢学生を子ども扱いする先生(タイ人)｣、｢うるさい先生(フランス人)｣などさまざまな回答がありました。

これらの回答から、学生は教師に対して｢人間性｣と｢専門性｣を求めているのがわかります。例えば、｢友だちのような、ユーモアのある、優しい｣は教師の高い人間性を求め、｢二ヶ国語ができる、発音がいい｣は専門性を求めています。教師の資質として、両方とも大切だと考えられます。｢優しい、おもしろい先生｣だけを目指すのではなく、｢文型の説明が上手にできる｣、｢授業の進め方がスムーズにできる｣先生などを目指すことも忘れてはいけないと思います。

しかし、パーフェクトで、どの学生にも好かれる先生は存在するのでしょうか。ある先生を想定してみましょう。T先生は明るい先生を目指しているので、いつも元気よく大きな声で話したり笑ったりします。T先生は何人かの学生に｢楽しい先生｣だと好かれる一方、｢うるさい先生｣だと批判されることもあると思います。すべての学生に好かれるのは大変難しいことでしょうね。

では、どうすればいいのでしょうか。

学生はさまざまなので、多様なことができる先生が求められると思います。先生側も、どんな先生でありたいかは人によって違ってくると思います。そのような｢教師像｣を描く信念を｢ビリーフ｣と言います。教師がクラスでどう行動するか、どう判断するかは、まずこの｢ビリーフ｣を描くことが大切だと言われています。｢自分はどんな教師でありたいか｣、｢教師として何が大切なのか｣、｢教師として何を目指しているのか｣を考えたりすることです。そのビリーフの結論が教師の態度や意図に表れ、最後に教師の行動や判断に出てきます。つまり、教師のビリーフがクラスなどでの決断の土台になるということです。

そして、クラスでの教師の姿が自然に学生に見られ、評価されます。従って、教師として自分の信念を大切にすることによって、プロフェッショナルとしての能力も高まるのではないかと思います。

教師像を描くのにこのメルマガの最初に書いたアンケートの結果が大きなヒントになるかもしれませんね。

では、皆さん、今学期も張り切って自分が考えたよい先生、よい授業を目指していきましょう！

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
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OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
去る2月8日、日曜日、ブラジル日本文化福祉協会の大講堂で｢カラオケキャラバン全伯大会｣を行ないました。去年ブラジル8箇所で行なった地区大会の16組のプレゼンテーションがあり、大変盛り上がりました。今回、歌が上手な日本語学習者が選抜されていたことに驚きました。舞台でインタビューされても日本語で応答したり、歌うときもきれいな発音で歌ったりしている人が目立っていました。

ブラジル全国で歌を通して日本語を学ぶ楽しさが少しずつ広まっているのではないかと思わせてくれました。皆さんは日本語の授業に歌を使っていますか。もし使っているならぜひぜひ教えてください!お便り、待ってま～す！
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